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序

元来 ,自然の影響を受けることの多い林業において ,複雑な自然環境を系統

的にかつ総合的に把握 し,将来の成長 (収穫 )を予測することは ,頗る困難な

ことでありますが ,森林経営上 ,必要欠 くことのできない ことであ ります。

当場の野越研究員が ,昭和 42年以来 ,ス ギの造林適地の調査研究に取 り組

んできましたが ,この程その成果をとりまとめ ,本県の重要造林樹種であるス

ギ林 の成長 を予測するためのスコア表を作成 しました 。これは ,本県の林業関

係者のかねての要望にこたえる画期的な もの であり。今後の本県
の林政推進上

の重要な指標 となるものと信じます 。

なお。この調査研究に対 し適時適切な御指導 と御協力を御寄せいただきまし

た関係各位に対 し衷′心より感謝の意を表する次第であります。

昭和 46年 8月

林業試験場長 岡 久恒本
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きがえま

林業経常の基盤であう 74L生産力の輝輝には ,従来 ,隼産力,長期lテ亘るこ|な |,「繹験とカ

ン」にたよっていたが ,近年になって環境条件と林地生産力についての研究が進み`個
々の環境条

件と林地の生産力については,ほぼ結論が出され ,適地適相 査事業などにより,従来の「 経験と

カン」に科学的な裏付をして ,林地の生産力が把握されるようにならたo ・

しかし,現在の社会情勢から林業の近代イbこは適確な量としての表現が要求される■方,環境条

件の総合した結果による林木の成長予測についての研究が進んで来た。これらの研究に合せ,富山

県では昭和 42年度より4ケ年計画で,ス ギ造林適地調査研究 (林地生産力)を実施してきたが,

このたびスギ林の成長を予測するためのスコア表を作成したので報告する。

本調査研究に当り貴重な未発表資料の提供をいただき,かつ懇切な指導をいただい

～
農林省林業

試験場 ,真下育久博士を始め助言をいただいた土壌部の諸技官 ,お よび本調査の率寒並びに実施に

は江崎初代場長を始め歴代場長並びに造林課の皆様,調査の一部を担当いただいた前経営課稲垣技

師 ,現地調査に協力をいただいた各農地林務事務所の関係職員,森林組合の方 ■々,この機会をか

り厚く感謝申し■lfる 。
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■ 富山県 の林野概況

富山県は本州中央部の日本海側に位置し,東は中部山岳 ,南に飛膵山地 ,西 は氷見丘陵の障壁に

囲まれ ,北は日本海に面した 1つの地理的単元を形成している。

l― : 森林 面積 と蓄 積

県土総合積 425千た ,その67%の約 285千れが林野面積で国有林面積約 103千れ,民有
林面積約 182千たとなっている。国有林面積の45%は 自然公園地内の除地 (岩石地等 )で
約 z800たのみが施業計画対象地となっている。また国有林は殆んどが保安林となってぃる。民有

林の保安林面積は約 69千ねで民府林面積の39%に 当る。また和年 60年度までの目標人工林面

積は 81,650わ となっており,現在 (昭和 44)の人工造林面積は約 31,Ooo施である。

蓄積総数約 12242千 ″て民有林の蓄積が約 12,957千グ ,国有林は約 6505千″であり
国有林の針棄樹の蓄積 1,97o千″ ,広葉樹 4,535千″ ,民有林では針葉樹が 4,059千″ ,広

葉樹 8,878千″となってぃる (昭和 45年度調べ )

:-2 気 象  概  況

富山県は三方を山に囲まれた地理的単元をなし,山岳と平野の区別が相極端になっている。また

湖 ||は何れも急流をなし大中河川数は 20前後となっている.こ のような地勢から気象にもたらす

影響について総観すると次のようである。

気温については ,黒部東部沿岸は最 も高く, 氷見地方は年平均気温 18む 余りでし0塑敷気 温
である。砺波平野は内陸型を帯びている。しかし県南部の山沿地域は年間を通じ気温の日較差が小

さい。標高との関係は相関係数 0.855で回帰直線式 Y=15.9-0.0051× となる。
なお試中 15.9=基準気温,0.0051=低減率 ,X=標高
風については全般に南寄りと北寄りが卓越し南寄りの風は全県的である。5月下旬～ 5月 _L旬に

は南風が吹きフエン現象が起こり,乾燥がはげしい。また冬期には北寄の季節風により大雪をもた

らす。

降水量では東割山岳部は雨雪型気候で大雨,大雪になりやすい。とくに 日本海の低気圧や寒冷前

線の通岨後にこの傾向が強い。年間の降水量は東部山岳地帯で約 4,000鵬 ,西部山岳地帯で約

6.500薦 ,平野部で約 2,200祠であるが黒東の泊附近の山沿いでは 2,500～ 2,700m唯 他
の地域より多雨性を示してぃる。また月別の降水量は12月 ,1月 が最も多く3oo"前 後で 7月 ,一‐2‐



9月 は約 220鵬とこれに続いて多い。4月 ,5月 はフエン現象等で約 150紹と最も少なく,8月

は 150鵬前後で少ない。

積雪については豪雪地帯と呼ばれるとおり過去の最深積雪量 (真JII)で 750翻 ,ま た立山一の

越では 1,475銅という数字も出ている。しかし二般的には平野部で loo翻 ,山間部で 220翻

山岳部で 465磁である。

|-3地 形 の 概 況

東は中部山岳が日本海まで延び ,新潟県 ,長野県と境いしている。南は飛暉高原の北縁にあたり,

一部は北に延び呉羽丘陵となり富山市西部に達していて ,県を東と西に 2分している。西部の石川

県境は新第 3系の丘陵がよく発達し面積も広い。東部 ,南部の山麓は新第 5系 の丘陵からなっ
‐″ち

が ,こ の丘陵地は標高 20o″前後の小起伏地で ,多 くの小中河 ‖によって細かく刻まれている。

神通川以東の丘陵地はあまり発達していなく面積も小さい。神通川γ庄川間には飛碑間原からのび

た丘陵が良く発達し広い面積を占めている。また平野部と山地の区別が明瞭で ,水源地の標高に対

する河サII延長が短かく急峻な地形を反映して急流である。

卜 4地 質 の 概 況

丘陵地帯及び山麓地帯は洪積世第 5系 の堆積岩が広く分布している。それに接し帯状に第 5系の

安山岩が分布している。

黒剖 ‖の東方には黒菱山礫岩 ,ジュラ紀の堆積岩の分布がある。また新期の花髄岩類は黒部 ‖の峡

谷にそって広く分布している。この花闇岩類に接し飛騨変成岩類と,それに密接に伴っている古期

の花商閃縁岩類がある 。南部の有峰湖を中心にシュラ紀の堆積岩がかなりの面積をもって分布して

いる。一方神通川から五ケ山地域の一部までの岐阜県と境にしている尾根では飛騨変成岩が広く分

布している。第 5紀の最下位を占める流紋岩類は主として庄川上流の五ケ山地域と東部北端山地に

分布するほか新川地域の二部に少面積づつ点在している。第 4紀安山岩類として立山中腹の弥陀ケ

原 ,五色ケ原に溶岩台地を作って広く分布している。また新川地域の中央附近〔■も分布が見 られる。
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富山県森林地域立地区分

森林9立地区分には気象 ,地形 ,地質 ,土壌等の各環境要因を区分し,これらの重ね合せによる

区分とbll級 ,行政区画を考慮して作成すべきもので林業の基礎となるものである。富山県におけ

る環境要因について検討した結果は次のとおりである。

2-l 行政区画及び森林 計画

富山県は7市 ,18町 ,8村によって行政区画が出来ているが,この内 ,下村 ,大島町 ,舟橋村の
5町村のみが林野に関係がない。この行政区画は 5ooo″級の山岳を持ち林野率67%等の関係
から行政区画の面積差が大きく,林野面積の差も大きい。またも河川数が多いことから河川を主体

に行政区画が出来ている。森淋計画区は行政区画に合せ県内の5大河り||に より黒剖 ‖,常願寺り:|,

神週 :l,庄り||,小矢部‖の5森林計画として富山県を縦割りにしている。

図-1 富山県行政区画森林計画区
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2-2気 象 区 分

富山地方気象台の観測所は県内に 21ケ所あるが ,山地の観測資料が少なく,と くに標高 500

笏以上こは殆んどない。また地理的に一つの単元となっていることから隣接県と異った気象条件下

にあるとみられる。

2-2-1 気   温

山地の観測資料が少なく,標高からの推定値を用いなけねばならないが,植物の垂直分布が現実

的な気温区分になると考え,植物の垂直分布を検討することにした。立山における植物の垂直分布

は千寿ケ原 (458″ )で コナラ ,ク リ,ケ ヤキ等 ,美女平 (1000″ )附近では天然スギ,プ

ナ ,ト チの分布が多い。ヒメコマツ,ネ ズコ,ンラビソ等の針葉樹は 1,400″から2.200″前

後に分布している。ハイマツは天狗小屋附近 (2,5507Z)か ら見られる。早月尾根では ミズナラ

帯 1,050″ 前後まで ,プ ナ帯は約 1500″ ,コ メツガ帯は約 1,800″ ,オ オンラビソ帯は約

2,100解までとなり,その上部はハイ■ツ帯とな `ているとの報告がある。また天然スギの分布

については一般的に 700″～ 1,800笏 とされている。

民有林適地適木調査による植物の垂直分布は丘陵地帯 (200″以下 )で ,タ ブ,カ ン,カ ラス

サンショウ等の暖帯植物が見られる。500″前後から,プナ,ミ ズナラ ,ト チ等が分布する。ン

ラベ,ネ ズコ等の針葉樹は 1,200η附近か ら分布している。またアカマツについては ,ご く一部

を除き500Z附 近が上限と考えられる。以上のことから次のように区分を試みた。

200″ (暖帯性 )500″ (コ ナラ帯 )1,000″ (ミ ズナラ帯 )1,400″ (プ ナ帯 )

2.200z(ン ラビソ帯 )2,200″ 以上 (ハ イマツ帯 )

2-2-2降 水 量

富山県は年降水量が多く林木の生育に必要な水分は十分である。しかし山地がその降水量を有効

に保持することに差があるが ,これは局地的な地形によるものであること,ま た降水量による区分

は標高と結び付くこととなり,と くに降7k2に よる区分の必要性は少ないと考えられる。

2-2-5 積   雪

雪崩 ,移動,沈降等積雪による林木の被害が大きい。しかし積雪量は地形 ,標高 ,風等により変

化が大きく,そのうえ ,大陸からの寒気の状況により異なり,積雪量の分布に
ついては実態の把握

が困難である。このことから標高 との相 関に より,最深平均積雪量の概況分布を推定し,地形 ,

風向 ,過去の実績等から検討することにした。積雪量の概況分布を標高から推定し観bll資料により

修正した最深積雪等量線図は図-2のとおりである。なお標高と累年の最深積雪平均量との関係は

図-3の回帰直線図によるものであるが ,こ の図が示すように標高 500″で積雪最深約 250錮 ,

-5-



700″で約 50o",1,000″ で約 40o“ となる。一方人工林と雪害については名古屋営林

局において実施された指数調査の報告によると標高 650～ 700″で 1つの変化があり,900
笏から急激に増加し1,o5o″で最大となり1,200～ 1,300″ までが低下している。 1,200

～1500笏 で雪害が低下したのは雪質によるものと見倣されている。また一般的には積雪量 200

"か
ら雪害が多くなり,500"以 上では経済林としての成林は困難であると考えられている。

以上のことを前提とした標高区分によれば500″ ,700解 ,1,000zに区分するのが妥当
であると考えられる。

注 この図は標高を主体にして
富山気象台の観浪lleに より

修正 した概況図である。

標高と最深積雪平均値

∴名古屋営林局

室牧りll流域において ,富山地方気象台 ,

富山県 ,名古屋営林局によって行なわ

れた積雪水量調査から変量 したもので

ある。

図-2 富山県最深積雪概況図 (累年平均 )



2-3地 形 区 分

5万分の 1地形図に 1助′の方眼を掛け,方眼内の平均標高,起伏量 (標高差 )平 均傾斜 ,谷

密度の計測を行ない地形区分とした。

地形瓢 では標高区分が最も明瞭に広がりをもった区分が出来た。 1～ 5の地形の概況及び 2-

2の気象区分から考慮しても富山県の森林立地は標高によって左右されてぃると云っても過言では

ない。標高区分に当り富山県で最も重要な積雪を主体にし,傾斜 ,起伏を考慮し200″ ,500

″,700″ ,1,000″に区分した。

起伏量は東部が非常に大きく,lK″内で 558笏 の差があった。低山の起伏量は小さく東部では

3区分になる。また西～南部では2区分しか出来ない。この区分と標高との関係では東部が標高

4,Oo～ 500笏 と1,000π前後になり西南部では標高 400″前後となり標高と起伏量の区分

がほぼ‐致する。

傾斜は起伏量と類似しているが部分的に変化があるため明瞭な区分とはならなし渤 全`体的に見て

20 度前後と35 前後で一つの広がりを持つ区分となる。しかし傾斜はlK″の平均値で表現

することは適当ではなく今回の区分は不充分であった。傾斜は局部地形との関連で重要な要因であ

りとくに雪害との関係から別途に検討を加えなければならない。

2-4地 質 区 分 ´

第 4紀沖積層から古生代未までの各地質時代の地層がある。まだ岩石の種類も豊富でその主な岩

石は本邦最古の 1つであ る 飛騨変成岩を始れ花聞岩 ,花聞閃緑岩,蛇紋岩 ,石灰岩 ,流紋岩,安

山岩 ,石英斑岩 ,堆積岩などがある。これらの地層 ,岩石種類を一つの広がりから整理し岩質また

は地層により区分したのが図-4で ある。

岩石の種類と主要造林樹種の生産性についての報告が多い力i岩石の風化の程度その他の環境因子

によって生産性が異なってくるので断言できないが普通 ,酸性岩は中生岩より生産性が低いoま た

新しい地層より古い地層が生産性が高いとされていることから次のように区分したo

1.洪積層 と第 5紀の鮮新世の堆積岩

2.第 5紀堆積岩

み 安山岩類

4.流紋岩類

5.花聞岩類

6 ンラ紀の堆継

7 飛騨変成岩類

-7-



図-4 富 山県 地 質 概 況 図

沖積層

鮮新世 堆積物

中新世 堆横岩類

鮮新世 安山岩類

中新世 安山岩類

中新世 流紋岩類

新期花商岩類

古期花商閃縁岩類

ジラ紀 堆積岩類

黒菱礫岩

飛騨変成岩類

脚□一
国
閻晰
圃

圏
囮
囲
日
鯰
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2-5 森 林 土 嬢

富山県における森林+壇の調査面積は民有林で45,585た ,国有林で10,115た ,合計55,

498施 になり林野面積の 19%に なる。

分布するELt群はボドブル土壌,相色森林土壌 ,黒色土壌 ,グ ライ土壌であり,土壇国の分布割

合は表 -1のとおりである。

表 -1 森林土壌型別分布割合 (%)

2-5-1 ボ ドゾル羽腋の分布と土壌断面の特徴

乾性ボドゾ/L/土壌は適地適木調査によると標高約800″以上のやせ尾根に分布して い る土壊

断面の特徴 (図 -5)は厚いAO層を持ち溶脱 ,集積層がれきぜんとした断面から, 溶脱層がや

や灰色を帯びは っきりしないが下層に鉄の集積が認められる断面がある。主な植生としてヒメコマ

ツ,プナ ,シ ャクナグ等である。

湿性のポ ドノノンは乾性ポ ドゾルよりやや標高が高く緩～平な尾根または緩斜面に分布している。

ELt断面の特徴 (図-6)と しては乾燥ポドプルと同じく溶脱 ,集積の顕著なものから,わず力、こ

認められる断面まであるが水分の多いH層が良く発達 し,下層もカベ状で堅密な断面が特徴とな つ

ている。植生はネズコ,コ メツガ ,シ ラベ等の針葉樹が多くイヌツグ等がめだつ。

項    目 PD PT BB BC BD(a) BD BIE B■ そ の他
地
地石

除
岩

国 有 林

民 有 林

計

1.7

9o

76

91
２

　

　

１

．

　

　

　

　

　

ス

２

．

７

　

２

．
‐

　

　

　

２

．

４

2.6

55.9

297

９

　
　
５

　
　
　
　
　
　
２

６

　

６
．
　

　

　

６

４

　

４

　

　

　

　

４

０
・
６

　

２
．
０

　

　

　

１ ７

８

　

　

　

　

　

　

６

04

0.7

0.8

５

　
　
９

　
　
　
　
　
　
２

こ

　

１
．
　

　

　

２
．
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図-5

位置 :上新川郡大山町有峰

地形 :尾根 傾斜 10°
方位 SloT 標高 1,2o o″

母材 :手取累層郡 砂岩 礫岩 頁岩
断 面 記 載

PT I型土壌断面

主な植生

プナ ,ヒ メコマッ
エノユズリハ ,ミ ヤマナナカマド
ンャクナグ ,ホ ツツジ

イワウチワ,ア クンパ

主な植生

ンラベ ,コ メツガ
ムンカ リ,コプン ,エ ゾユズ リハ

ノリウツギ ,イ ヌッグ

ヒカゲノカズラ

L  :1.0～2.Om

「
  :5.0`瀾

4.Cld

5007

14.0"

180館 +

図 -6

プナ,カ ンパ等の落葉層
やや乾いた半分解層

75YR2/2中根あり
塊状構造やや発達

腐植富む ,潤 ,やや堅
75YRし4淡 褐灰色
構造発達せず腐植乏し

堅 ,潤 ,埴質壌土 ,溶脱層
5YR4/6  灰橿静勧色
堅 ,潤 ,角礫あり,埴質壌土
集積層

75 YR6/4灰 艶
構造発達せず 角礫多

ムンカリ,ノ リウツギ落葉層

湿 ,細根多
75YR1/1 腐ォロ層,湿
75 YR6′/2褐灰色
構造発達せず 腐植乏し
堅 ,潤 ,根系まれ

埴土 ,溶脱層
5YR5/4  りてがヽ褐色
構造発達せず ,堅 ,湿
腐植乏し,集積層
5Y6/4 灰橙色
構造発達せず ,堅 ,湿

角礫まれ 基岩の風イヒ物

細根多
3.0-4.腑  5YR2/1潤 ,腐植層

中細根多

本1

Az

B2

置

形

　

材

断

位

地

　

母

　

Ｌ

Ｆ

Ｈ

Ａ

Bl

B2

上新川郡大山町有峰

尾根あん部 傾斜 5°
方位 S15W 標高 1.4507
安山岩質角礫凝灰岩

面 記 載
0.5-1.0"
4.0磁

90翻
10.0"

15.0“

15,00「■

‐~ξ。・σ`

Pw工 型土壌断面
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2-5-2 褐色森林土壌の分布と士壌断面の特徴

BA型土壌の分布は極めて少なく,尾根ではBB型土壌が大半を占めている。BB型の植生で主

なものはノナ,ナ ナカマ ド,ヒ サカキ,ソ ヨゴ,ネ ジキ,ユズリハ ,アカマツ,等乾伴型で断面 (

図-7)の特徴としてや 厚ゝいAO層 と薄いA層からなり,下層は母材の特徴をよく現わしている。

また標高の高い尾根 ,あん部等に BB型の湿潤なタイプの土壊が分布している。

BC型土壌は風衝地 ,谷頭の緩傾斜地に分布が多い。AO層は薄く,▲層は堅密で全体的に淡い

色を呈している。主な植生としては ,マ ンサク,リ ョウプ,ナ ナカマド等である。 (図
‐8)

BD(d)型土壌は山腹上部から尾根にかけ広く分布している。AO層はあまり発達せず A層が深

いがや 乾ゝ燥した土壌構造をもっている。また根の分布もや かゝたより上部に多い (図 -9)植生

はョナラ,アカマツが主体で他の植生でとくに目立つものは少ない。

BD型土壌は山腹中部から山脚にかけ県内では分布割合が最も多い。また一部 f_t山地帯では緩い

尾根に分布することもある。AO層 のL層がわずかに堆積しているが発達していない全体的に A層

は深く,比較的下層まで腐種が浸透していて層位の移変りが明瞭でない (図 -10)植 生としてカ

エデ,ホ オノキ,ヤ マハンノキ,キハダ ,ト ネリコ等広葉樹とスギの人工林が多い。

図-7

東砺波郡利賀村上百瀬 BB型土壊断面
:尾根 緩斜面 傾斜 8°
方位 S15W 標高 1,o20″
安山岩類

面 記 載
1.0翻   プナ,コ プンの落葉層
4.0翻   乾いた腐植層
8.0翻   75 YR3/2黒 褐色

粒状構造発達 下部の一部に堅果状構
造がある, 腐植富 すこぶる軟 ,乾
中細根極めて多 ,孔隙富

1こ 0翻 + 75YR5/8明 褐色
塊状構造発達 一部堅果状構造
堅 ,潤 ,孔隙乏し 根系まれ
埴質壌土 角礫あり

15.0鋸 + 75 YR6/8明橙褐色
構造発達せず ,堅 ,潤
孔隙乏し,角礫多

主な植生

プナ,マ ンサク ,コ プン ,ゴ ンゼツ

ナナカマ ド,ヒ ナカキ,イ ヌツグ

ィワウチワ,ハインキミ

雌
膨
　
助
断
」卜
Ａ

Bl

B2

を|た、り、文
“
Lf“ ヽ

〉Ｗ蜘
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図-8

位置 :婦負郡八尾町桐谷
地形 :太尾根 緩斜面 傾斜 lo°

方位W 標高 680″

B c ttELE断 面

主な植生
マンナク ,リ ョウグ,カ エデ ,ク ロモン

ヤマウルン ,アオキ ,イ ヌツグ,
カンスグ ,ャマウJ1/ン

蹴
断
」卜
Ａ・

A2

Bl

B2

安山岩類

面 記 載
0.5碗  マンナク,リ ョウプの落葉層
2.0鎌  分解帷 んでいなし滴 靡曜 潤
70"  75YR4/3  暗樋
堅果状構造及び塊状構造発達

上部に粒状構造が見られる。

潤 ,や 堅ゝ ,腐植あり,孔隙あり
中細根多

11.α■ 75YR4/4 機
塊状構造発達 ,部分的に堅果状構造
潤 ,堅 ,腐植含む 孔隙乏し
中細根あり 植質壌土

12.0" 75YR5/6明褐色
塊状構造や 発ゝ達 ,堅 ,潤
腐植乏し,孔隙乏し,中細根まれ
埴質壌土 ,石礫あり

21.“諄 75YR6/8明橙褐色
構造発達せず 堅 ,湿 ,腐植乏し
孔隙乏し 石礫あり

位置 :

地形 :

母材 :

断

図 ―,

LF
Al

魚津市虎谷

山腹凸斜面 傾斜 25°
方位 S5oW 標高 550″
流紋岩類

面 記 載
1.5錦  コナラ ,タ ニウツギの落葉層
8.0翻  75 YR3/3暗 褐色
塊状構造発達 上部に僅かに粒状
構造 ,腐植富む ,軟 ,潤 ,孔隙多
石礫あり 中細根多

1, 翻  75YR3/4 暗褐色
塊状構造 ,部分的に堅果状構造
腐植あり ,や 堅ゝ ,潤 ,石礫あり
孔隙あり ,壌土 ,細中根あり

140`聴  75YR41/6樅
塊状構造やゝ発達 部分的に堅果状構造
腐植含む ,や 堅ゝ ,潤 ,中根あり,壌土
孔隙含む

170α叶 75YR5/8明 褐色
構造発達せず 腐植乏し,堅 ,湿
石礫多 ,孔隙乏し

-12-

BD(a)利 十壇断面

主な植生
コナラ ,タ ニウツギ

ウリハダカエデ ,ク ロモン

マンナク ,ツパキ ,ア クンパ

F‐器ぞ:
0  ∂  ^υ

Bl



噛記”師

安

面

０
．
１

蹴
断
」
ヽ

図-lo

位置 :婦負郡山田村数納

地形 :山腹下部 ,平衡斜面 傾斜 18・
方位N15E 標高 480″

載
クマンデ ,カエデ等の落葉層
75YR2/3黒褐色
団粒構造発達 ,腐根すこぶる富む
軟 ,潤 ,孔隙富む
石礫あり 中細根あり

A2 :15.0“  75 YR3ノ 4時 褐色
団粒 ,塊状構造やや発達 ,腐植富む
やや堅 ,潤 ,孔隙あり ,角礫あり
埴質壌土 ,中細根あり

Bl:190"勇
黙rゝ鍵,朧ぁり
や 堅ゝ ,潤 ,孔隙含む ,中細少
埴質壌土 ,角礫少

B2 :10・ 00叶 75 YR5/6明 褐色
構造発達せず ,孔隙乏し,堅 ,湿
角礫多

BD型土壌断面

主な植生

クマンデ,カ エデ ,ク リ,エゴノキ
ツパキ,ト ネリコ,イ ヌガヤ,オ ンダ

ドクダミ,テ ンニンソウ

B E ttEL4は 山脚部の崩積地に分布している。このため地形より分布が異なる。とくに開折中の

地形では分布が少ない。土壌断面の特徴としてAO層のF,H層がや 発ゝ達している。 A層が深く

下層では停帯水の影響がや 見ゝられる。 (図 -11)植 生はつる性のマタタビ,ヤ マプドウ,アク

ビ等が多 くツリバナ ,イ ボタノキ,ケ ヤキ等が特徴的である。

Br型土壌は部分的に分布しているが ,広がりがなく,ほ とんどがBE型に含まれて図化されて

いる。また婦南 ,新サll,氷見地域の丘陵地の一部に赤褐色系 ,黄相色系の土壌が見られるが過去の

調査 cは図化されていなく分布状態がつかめない。

2-5-5 黒色土壌の分布と土壊断面の特徴

黒色土壌の分布は立山地域の第 4紀安山岩地帯にやゝまとまった分布がある。また氷見丘陵では

緩斜面で少しづつまとまって分布が見られるが富山県全体では小さな沢と第 5紀 の台地に部分的こ

しか分布が見られない。しかし耕地で聞 なり曝 色土があり図化されている。山地に分布する黒色

土襲でごく部分的に厚層黒色土壊があるが全体的に薄く ,しかもA層 の深さが異なる。このことか

ら火山灰による黒色土壌とは考え難い。

この土壌に山腹棚 ,及び小沢の凹部に堆積された比較的水分条件に恵まれた土壌と第 5紀の台地

に分布し下層は粘土のよく発達 した ,理学性 の不良 土壌がある。断面の特徴 (図-12)と して
-15-

- {1(( g

f\ r .f,el.'
11、 _告

`ピ

|

力 a、
も  お

J万



上部はや 淡ゝい黒色で下部が黒味が強い傾向があり,上部のみでは褐色森林土と見分けのつかない

ものが多い ,と くに示標的な植生が見られなく水分条件により異なっている。

図-11
BE型土襲断面
● ´ ^ _J"“ 嘔 L由

"

位置 :魚津市島尻

地形 :山脚堆積斜面 傾斜 20°
方位コ 標高 270″

母材 :砂岩 ,泥岩 ,渠灰岩
断 面 記 載

:〕 :|:城務轟E現薦ぽ
Al .8.0"    75YR2/′2 黒キネ駒色

塊状構造 ,部分的に団粒状構造
腐植富む ,軟 ,潤 ,孔隙あり
石礫あり,中細根あり,壌土

Bl :15.0翻   75YR4/3褐 色 腐植あり
や 堅ゝ ,湿 ,孔隙含む ,塊状構造

角礫あり,中根あり,壌土
B2 :14.0針  75YR5/3灰 褐色

塊状構造みとめる,堅 ,湿 ,孔隙乏し

角礫多し,根系まれ

図-12

位置 :中新川郡上市町中村

地形 :山腹台地 傾斜 15°
方位N15W 標高 570″
安山岩質凝灰岩
面 記 載
1.0" スギの落葉層
0.5翻  部分的に
12.0翻 5YR2/2黒赤褐色
塊状 ,団粒状構造 腐植すこぶる富
や 堅ゝ ,孔隙あり,潤 ,中細根あり

15.0" 5YR2/1黒色 腐植すこぶる富
塊状構造 ,軟 ,潤 ,壌土 ,中細根あり

25.0" 75 YR1/1黒 色 腐植すこぶる富
構造とくに発達せず ,壌土

堅 ,湿 ,孔隙含む 中細根まれ
10.0鋪 +75YR 4/4褐色
構造発達せず ,堅 ,湿 ,孔隙乏し

角礫あり

スギ人工造林地 ,65年生
ハナイカダ ,キ プン,ヤ マアンサイ

ツリフネソウ,ドクダミ

リョウメンンダ

B■ DttELE断面

^°

,チ ′   1べ :

~´ ~ぎ ~r~下 ~‐

ヽ

ヽ ″‐
1｀｀ズ
~｀｀
「
~`蔦
ダ
~

0

主な植生
スギ人工林  40年 生
ナワフタギ :ム ラナキンキプ
ヤマウルン ,キ イチゴ ,ツパキ

ナ/L/ト リイパラ

A2

蘇1黙t幸ム
11ふ
:~I」
li｀
可ち

leハ  
∫
や

θ、 小 3° 、｀`~「｀
Tξ ^―″

~｀ ~1｀

`:卜

下λ%。,Q

0夕 ° ご
0

団粒構造よく発達 腐植すこぶる富
すこぶる軟 孔隙富む 潤

範″押"7黙プ朧
り   し

B2

主な植生

Ｌ

Ｆ

Ｈ
　
Ａ
′

磁
断
」
Ｆ
Ａｌ

２

　

　

３

Ａ

　

　

Ａ

A3
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2-5-4 グライ土壌の分布と土壌断面の特徴

この―Leの分布は極めて少なく,沢にある耕地跡と山腹にある小さな沼地等に分布している,土

壌断面は停滞水により青灰色となり級密で理学性カセくに悪い,植生はヤナギ類 ,水草類が多く他の

植生は極めて少ない。

2-5-5 土壌型の分布による地域区分

BA,BB,BC型 の乾性土壊は丘陵 ,上部山地,山麓 ,■部山地 ,下部山地帯の順に多く分布

している。ただBB(7)型は上部山地帯に分布している。

BD(a)と BDの分布は丘陵地帯では6:4で BD(a)型が多く分布している。山麓地帯は51

5,下部山地では6:4,中部山地で 5.5:4.5で BD型土壌の分布が多い。また上部
山地 ,亜高

山地帯ではBD(a)型 +壇の分布が極めて少なくなっている。

BE型土襲の分布は,下部山地に多く,山麓,丘陵 ,上部山地 ,亜高山地帯の暉に少なくなって

いる。ポドゾル土壌の分布は ,中部山地帯からみられ ,上部山地,亜高山
地帯になるにしたがい急

激に分布が多くなる。

以上が富山県における土壌型の一般的分布傾向である。
この様に地形と結びついた分布を示して

いることから,地形区分が,Itt型の分布による地域区分のおもな要因になると考え
られるo

´ 2-6 総     括

森林立地区分に必要な各環境要因区分についての検討結果を総括すると,気象と標高が深い関係

をもっている。また地形計測結果によると起伏量,傾斜ともに標高に支配される傾向が本さいoこ

のことから富山県の森林立地区分は標高を主体にし ,地質その他の要因を考慮し立地区分とするの

が妥当であると考えられる。しかし,この様に区分すると横に細い帯状の分布をなすた
め,行政区

画,森林計画区などの区分との結び付がなく,また地利級との関係も不都合で活用し難い,この様

なことから,行政区画にあった地域区分を ,ス ギ造林適地調査資料,地形 ,地利級等に基づき区分

し,この地域区分毎の積雪 ,起伏量 ,傾斜 ,地質を考慮し,標高によって次の区分を加えて富山県

森林地域立地区分とした。

(別刷 富山県森林立地区分図 )

標高による区分

標高 200π以下      丘陵地帯

200～  500π   山麓地帯

500～ 700″   下部山地帯

7oO～ 1000″   中部山地帯
-15-



1,000～ 1,500″   上部山地帯

1,500″以上     亜高山地帯

数量化 に よる富山県スギ林の成長予測

スギの成長は環境条件によって左右される。この環境条件には気象,地質 ,地形 ,ELa等があり ,

″ Чこ要因力溺 。この環境要因とスギの成長との関係からスギ林の成長予測をするため ,県 内のタ

テヤマスギを対象に調査した ,ス ギ造ホ適地調査研究の資料 118と国立林業試験場 ,真下育久室

長等が本県で調査して得られた ,タ テヤマスギとポカスギの資料 55,計 171の調査資料を整理

検討して,ス ギ林の成長に対し関係のある環境要因を見い出し ,こ れらの要因についてスギ林の成

長との相関図を作り ,こ の相関図の傾向から要因の区分 (富山県スギ林生産力調査要因項ロカテゴ

リー区分 )を行なった。この分類を数量化し,電子計算機を使用して多次元解析を行なって出来た

のが表 -2のスコア表である。この表によってスギ林の成長を予測することができる。

3-l 地位 指数 と地位 指数 曲線

スギ林の成長を予測するには基準が必要である。この基準を普通によく使われている ,基準年令

における優勢木の樹高によって表わす地位指数を用いた。基準年令は適正伐期令級をもとに 40年

とし,その樹高が 20″の林地を地位指数 20と して表わす方法である。しかし調査林分が基準年

令以外の場合が多いので図-15,図 -14の地位指敷曲線図によって地位指数を決定した。なお

この地位指数曲線図の作成には,国立林業試験場真下育久室長の資料と県の収穫表作成に用いた資

料(こ よる。
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・土壌型

・母 材

。地域区分 黒東山地 (朝 日町 入善町 字奈月町 )新 川山地 (黒都市 魚津市 滑川市 上

市町 )立 山山地 (立山町 大山町 )婦 南山地 (大山町一部 大沢野町細入村

八尾町 山田村一部 )音 川山地 (砺波市 庄川町 大門町 小杉町 富山市 婦

中Fr 山田村 )五 箇山山地 (平村 上平村 利賀特 )砺 南山地 (福光町 城端

町 井ノロ村 井波町 福野町 )氷 見丘陵地 (氷見市 高岡市 新湊市 福岡町

小矢部市 )

BD(a)残に B■ D(こ )を BD残にB■ Dを BEに BF,G形 土壌をそれそれ含む。

第 5紀の氷見 ,八尾群は母材により砂岩とその他に分類。安山岩は年代に関係なく,

火山泥流を含む。流紋岩は太美山層群を含む。沖積は洪積土に含む。手取 ,来馬層

群は中生代として区分

傾斜 8° 以下を平担地と見倣 ,北はN67° W～薫67・E,南は
S22W～ S22E

・方 位

。地 形   山頂は台地を含む。山脚沢沿い河成段丘を含む。山腹凹余面 に山腹複合斜面 ,山腹

棚地形を含む。

・ A層厚   AlA2・ …。・ A― B層の1/2を加えた合計数

。堅密度   ゃ 堅ゝは堅とし,A層上部とB層上部に組合による。

・土 性   礫質土 ,中 ,小礫が大部分を占める場合 (約 60%以上 )砂質土,微砂質土壌も含

む。埴質土 ,重軽埴土も含む。

・標準誤差  15804 資料総数  171

・標準誤差率 8.0804%

×111.01o6

×2 0・ 0192

要  × 3 5。 9586

塁   ×4 Q8174
目  ×5 04209

と  × 6~0・ 5562

阜   
× 7 1・ 4004

均   × 8~0・ 4705
値
  ×9_0.5556

×10 14757

×11 0.5809

191579  地位指数総合計 6274
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図-15 立山スギ地位指数曲線
‐ 
・   (真下他 未発表 )

図-14 ポカスギ地位指数曲線

(真下他 未発表 )

地
位
指
数

504「

3-2 各環境条件 とス ギ林 の成長に つ いて

6-2-1 スコア表と要因項目

スギ林の成長と関係が深いと考えられる環境要因項目について調査を行なったが ,その中から単

相関図により傾向があらわれた。標高 ,傾斜 ,方位 ,地質 ,―LE型 ,徴地形 ,土壌の堅密度 ,土性 ,

A層厚 ,置換酸度 (Yl)等を要因項目とした。また富山県のスギ品種で代表的なものとして ,タ テ

ヤマスギ,マ スヤマスギ ,ポカスギがあるがこの5品種の特性について ,成長はボカスギ>タ テヤ

マスギ>マ スヤマスギ,耐雪性はタテヤマスギ>マスヤマスギ>ポカスギ,また材質はマスヤマス

ギ>タ テヤマスギ>ポカスギの順で ,しかもその差がかなりある。そのうえ造林地の分布も異な っ

ている。このことからスギ品種により地域を区分する必要があること,タ テヤマスギの地位指数に

ついても地域差が僅かであるが認められたので地域区分を入れ 11の要因項目とした。なおマスヤ

マスギについては調査資料がなか ったので ,タ テヤマスギとポカスギを地域区分により取入れた。

気象条件については現地における観測資料がないので ,他の要因との結び付きで考慮することに

して要因項目には入れなか った。 11の要因項目について ,それぞれのカテゴリー区分を行ない ,

電子計算機にかけ作成した ,ス コア表は 重相関係数 0.89125,標 準誤差率 8.1%となり数字

“

令林

年０“
　

令

３
　

林
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の上からはスギ林の成長予測に十分活用出来るものと考えられる。

各環境要因がスギの成長 (地位指数 )に対する関与率についてはスコア表の偏相断 数 (図-15)

により示されている。 11の 要因項目で土壊型が他の要因より抜群に高く,次に地域 ,地形の順

となり標高が最も小さい。ELa型がスギ林の成長に対して大きく影響している要因であることは周

知のとおりであるが ,抜群に高い関与率を示したことは ,富山県におけるスギ林の成長についての

一つの特徴とも考えられる。ただし,国有林におけるスコア表の結果とは異なっている。また地域

区分が 3番 目に高い関与率を占めたことについては ,ボカスギとタテヤマスギを地域により区別し

たことによると考えたい。地形区分は土壌型と密接な関係があることから高い関与率を示したがそ

の他については関与率が比較的小さくなった。とくに標高が小さくなったことについては ,あとの

3-2-3で 検討する。

図 -15 偏相関係数 (折線グラフ )

L/ンジ  (棒線グラフ )
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5-2-2 地域区分

富山県の森林地域立地区分により8つのカテゴリーに区分した。この 8地域 のうち氷見地域はボ

地域区分とスギの成長

カスギ地帯としタテヤマスギと区別した。結果につい

て同一項目内における平均値がらの偏差 (ノ ーマライ

ズ ,ス コア )図‐ 16に よると氷見丘陵が高い値とな

った。これはスギ品種による差として考えることにし

て ,他 の地域におけるタテヤマスギ娃 産力について

は新川山地が高く続いて婦南 ,音川 ,五ケ山,立山 ,

砺南 ,黒東山地の順になった。また要因群スコアから

地域の順位について見ると,新り|1山地を除く他の地域

は要因項目により順位が変動している。なかでも五ケ

山,砺南山地は土性要因でかなり変動がある。立山山

地はYlの要因により変動している。その他についても

若千変動がある。このことを単純に考えて各要因項目

図 -16

と地域とは関係があり,と くに変動の大きい土性,Ylについては地域的な差があることを意味して

いるものと考えられる。また一方民有林適地適木調査から調査ケ所の位置を考慮し標高1,000″

以下における土壊型の分布を8地域について表わしたのが表-3である。

表-5 地域毎の土壌型分布表 (%) (富山県民有林適地適木調査資料 )

この表の分布指数は ,土壌型の分布割合に地位指数に よる重みを付け算出したものである。
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土壌型

地域区分

B C BD(d) B D B E B o
BB PD

そ の 他
分布指数

黒 東 山 地

新 川 山 地

立 山 山 地

婦 南 山 地

音 ′‖ 山 地

五 ケ 山 山 地

砺 南 山 地

氷 見 丘 陵

6.05

2.36

1.80

2.18

2.49

o94

1.5o

l.59

4o.06

5994

55.65

6951

4732

51.84

2547

40.61

4828

51.78

52.85

50.90

4695

5998

58.81

5o.92

0.84

1.72

611

2.56

0.67

2.24

2.51

1.84

009

0.11

o75

0.06

019

0.15

5.08

4.68

4.0'

4.86

4.99

2.40

500

3.78

2.16

5.882

6077

6185

6.044

6051

5.907

6252

6.178



分布指数により地域全体の生産力を把握しようとしたが ,砺南山地が最 も高 く ,次に立山山地 ,

氷見コ陵 ,新り||,割‖,婦南 ,五ヶ山 黒東山地の頃となり ,ス コア表における生産力の地域順位

と異なった ,この分布指数のうえにスコア表の地域指数を加えて,始めて地域差が把握される。

5■ 2-5 標高区分

標高は ,富山県森林立地の要因で最も重要な役割をもっているので ,ス ギ林の成長に対しても関

与率が大きいものと考えていたが ,結果において偏相関係数が最低でレンンが 0.485となり標高

による樹高の差が約 50翻であった。 (図 -17)

標高とスギの成長との関係については ,いろいろの

考え方があると思うが ,富山県では積雪と年平均気

温が問題である。まず気温について検討すると,ス

ギの生育気温は天然スギの分布状況から判断して広

範囲であると考えられる。

しかし,生育適温の範囲については,他 の要因が

関係し具体的な数値がわからない現状であるが ,

現実的には気温とスギの成長は切り離せないことか

ら生育適温の上限が重要なポイントであり,範囲内

における生産力の差が少ないものと考えて,この生育

図-17 標高とスギの成長

適温の上限について検討することにした。

富山県における国有林の調査から,1,loO″が生産力の 変換 点とした朝告がある。また,個

々の調査林分で表-4が示めすとぉり約 700π以上でも地位指数 190以上となっている。

表 -4
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″

民 有 林

96.5
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20.0
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BD(d)
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古屋営林局
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また秋田県の天然スギの生育良好な場所の年平均気温が 8℃ であるとの報告があるが,これを富

山県の標高におき変えて見ると約 1,14o笏となる。これらの朝告 ,個々の調査林分の成長から見

て標高を700″で区分した場合は年平均気温による差が認めにくい。

積雪がスギ林の生育に対し,機械的作用による雪害と温度較差緩和作用による寒害防止の 2つの

働きを持っている。雪害は ,いろいるな因子の総合作用により起きる力;雪の量と質が重要な因子で1

この雪の量と質は標高に大きく関係している。しかし,こ の調査では,雪害とスギの成長を結びつ

けることが困難であり,これには各方面からの研究が必要で ,これらの研究もまだ充分とはいえな

い現状である。積雪期間はスギの成長休止期になり,雪害を別にすれば直接樹高成長との関係は少

ない。ただし制行圧による根元曲りが若干樹高に関係する程度である。また温度較差緩和作用によ

り寒害が少ないことでスギ造林地の範囲が広くなっているとも考えられる。

本県においては標高 700笏以下の山地におけるスギ林の成長は雪害 という機械的な因子を別に

考えれば,標高との関係が少なく関与率が低い結果になったこともうなづける。

しかし民有林では高標高山地の造林例は少ないことから高標高のスギに対する影響を解析するこ

とができなか った。

なお,標高のカテゴリー区分については,ポカスギ林が 200″前後までしか資料がないこと ,

また積雪量との関係,地位指数との単相関の傾向から>200～ 5oO～ 700<の 4区分とした。

5-2-4 土壌型 (堆積様式 )区分

スギ林の成長 と土壌型については ,BA<BB<BCく BD(a)<BD<BE>BFの ll■で生

産力が高い。また堆積様式では残積土<葡行土く
図-18 ELa型堆積様式とスギの成長

崩積土の順で生産力が高いのが定説である。これ

に基づきカテゴリー区分を行なった結果は陽-18

が示すとおり,は っきり定説と一致しその差もか

なりある。調査林分の関係でポドゾル土壌につい

ては調査出来なかった。しかしそのうち PDⅢ型 ,

PTⅢ型の弱ボドプル土壌については,造林地が

奥地に移行しつつあるので ,これらの生産力の把

握が必要である。このPDⅢ ,PTⅢについては

国有林で作成したスコア表によるとBB,BB(7)

と同程度の値となっていることから,BB型 とし

』興り扱ぢて大きな誤りはれて淑5う。また黒色土壌

(れては資料数が少なく,水分条件により褐臼勅趾
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に合めて取り扱った。

5-2-5 母材 ,地質区分

調査資料により地質 ,母材と地位指数との単相関から,砂岩を母材とした林分と洪積 ,沖積土が

や 低ゝい傾向があった。また一般的な考え方で酸性岩,中性岩 ,堆積岩を区別し,堆積岩について

は年代により第 3紀と中生代に区分した。結果は

図-19が示すとおりで保水力の弱い砂岩 ,花聞

岩類が低くまた沖積 ,洪積層の新しいものが低い。

安山岩類は流紋岩類 と比較して,一搬的に生産力

が高いといわれているがスコア表ではゃ 低ゝい結

果となった。このことについて ,富山県に分布す

る太美山層群の流紋岩は亜アルカリ岩系に属する

との報告がある。また,安山岩類に火山泥流を含め

たが ,こ の火山泥流を母材とする林分の生産力が

低い傾向を示していたこと等により流紋岩類がや

高ゝい傾向を示したものであろう。また堆積岩で

は砂岩を除くと地位指数が高い結果となった。こ

図-19 地質 ,母材とスギの成長

れは ,異質な風化堆積物が得られる堆積岩が,火成岩より,ス ギの成長に対し良好な土壌を生成し

ていることを意味していると考えられる。

5-2-6 傾斜区分

傾斜のカテゴリー区分を>20～ 50° <とした。これは調査林分が標高600″以上では傾斜

度が 50° 以下の現象があった。またタテヤマスギは緩斜面

において地位指数がや 低ゝ下している傾向にあったことから

区分したが ,結果は図-20と なり,一般的考え方と一致し

た。傾斜は標高とともに雪害と切りはなせない要因である力ヽ

この調査では雪害との関係がわからないので標高とともに別

途に研究の必要がある。

5-2-7 方位区分

全体的に地位指数 との単相関では ,NE>Nフ NW>Sコ

ヲ E>SWラ Wデ Sの傾向があった。また山地においては傾

斜 8° 以下は平坦面 と条件が変 らないことを考慮しN,コ ,

S,W,平 坦地の 5区分とした。スコア表のノーマライズ ,

-25-

図-20 傾斜 とスギの成長
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スコアでは図 -21となり平坦地 ,N,W,S,Eの 順 と

なったがE方位が最とも低いことは予期せぬことである。

また平坦地が高くなったことと,さきの傾斜区分で緩傾斜

地が低いことについて矛盾を感じさせるが ,平坦地の傾斜

を 8° で区分しているから傾斜とは別な区分とみなすべき

であろう。

一般的に平坦地は,傾斜地に比し理学性が悪く,ス ギの

成長がよくないと云われている。そのうえ富山県は積雪量

が多く,さ らに理学性を悪くしていると考えられるが,し

かし,富山県のスギ品種は理学性の悪い地域の特性にあっ

た品種であリー般的な考え方と一致しないようである。な

おポカスギ,タ テヤマスギについて透水と地位指数との間

には関係が見られなか った。

5-2-8 地形区分

図-21 方位とスギの成長

調査資料により地位指数との単相関では山頂<山腹凸斜面<山腹平衡斜面<山腹複合斜面責山腹

棚地=山腹凹=山脚となってした 。この傾向により位置を

考慮しカテゴリー区分とした。

地形と土壌型は密接な関係がある (内部相関係数 0.65)

このことから,図-22に示すとおりILa型区分に次いで

傾向が良く表らわれ ,一般的な考え方と一致している。た

だ山脚部が ,峨 凹斜面より低い結果となったが,山脚区

分には複雑な地形を含んでいる。たとえば,河成段丘 ,広

い谷底等である。このようなことが原因で地位指数をや ゝ

低くしているようである。

図-22 地形とスギの成長

6-2-9 ▲層の厚さによる区分

地位指数との単相関から 15翻で傾向がつかめた。ただし,―L9型により傾向が異っている。す

なわち乾性土壌では地位指数が低下しているが適潤土壌では低下していない。また 25α前後は比

較的ばらつきが少ないが 30翻以上ではばらつきが大きいことと,黒色土壌がや 低ゝい傾向を示し

ていたので>15～ 50～45錫 <の 4区分としたが図-23が示すように▲層が浅い場合に地位

指数が高く,予期せぬ結果となった。ボカスギ地帯は全般的に▲層の浅い林分が多い(資料数 59

のうち▲層 15翻以下が 15)傾向があり,こ のことが関係しているとも考えられる。
-26-
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しかしンンデが小さいことからA層の厚さとスギの成

長についてあまり関係がないと考える方が妥当であろう。

3-2-10 堅密度による区分

土襲の堅密度は理学的性質を大きく左右しスギの成長

と深い関係を示す要因であり,一般に軟らかく膨潤な土

襲が理学性にすぐれ ,ス ギが良く成長すると考えるのが

定説となっている。しかも膨濯ほ土壌の深さも関係して

いるので普通 A層とB層 の組合せによっている。

この調査における単相関では 〔すこぶる軟―軟〕がや

低ゝく 樫 ―堅〕が最も低い傾向を示し,その他につい

ては傾向が明らかでなかったがスコア表の計算結果は図

-24と なり異なった傾向になった,けこぶる軟―軟〕

がや 高ゝいがその他について は ほとんど差がない。堅

密度の調査方法は ,土壌構造との関係が ,十分考慮でき

なく,単に土壌の結FF庁を調査すること ,またさきにの

べた様にこの調査における透水と地位指数については関

係がなか ったことなどを考慮すれば ,ス ギの成長と堅密

度の関係を把握するのが困難のように考えられる。

5-2-11 土性区分

土性は,堅密度とともに土壌の理学性に関係がある要

因であり,また母材によって土性が左右される。このこ

とを考慮して ,地位指数との単相関から礫質土,砂質土

壌土,埴質土に区分した ,図 -25が示めすとおり,礫

質土は低く,砂質土がや 低ゝい結果となった。さきの地

質母材の結果と合せて検討すれば ,やはり保水力の小さ

な土性が低いと考えられるが礫質土を除くと大差がない。

ボカスギ地帯は第 3紀の砂岩 ,泥岩 ,凝灰岩等の推積

の互層が多く埴質な土壊が多い。一部には砂岩により砂

質土もあるが壌土が極めて少ない。

A層厚とスギの成長

ヾξ
,  !
ヽ  ゝ

図 -24 堅密度とスギの成長

図-25 土性とスギの成長

図 -2
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5-2-12 置換酸度 (yl)

土襲の化学性の代表としてPH,お よび置換酸度があるが ,

に入れるのが適当であったが ,PHに よる区分は大きく2つ

の区分となる。また傾向としては置換酸度が地位指数との対

応をよく表わしていた。このことから,PHを考慮 して置換

酸度によリカテゴリー区分を行なった。図-26が示すよう

にア115で明瞭に分かれ ,その他については傾向が明らかで

ない。このことは山地における置換酸度とスギ林の成長につ

いては個々の林分でかなりの差があり細区分の必要性がなく ,

■15以上では成長が劣ると考えて十分であろう。なおy115

は調査資料からPH5.4(H20)前後と考えられる。

PHは一般的でありPHを要因項目

図-26 yと スギの成長

3-3 考     察

スコア表の計算結果からスギの成長と各環境条件について検討したところ ,一般的な考え方と一

致しない要因 ,あ るいは ,矛盾を感ずる要因及び予期せぬ結果になった要因等があった。これは資

料収集の不備 ,測定誤差等が大きくあらわれるためで偏相関の低い要因では結論北泌ことは出来な

い。しかしスギ林の成長と環境条件についての概況は把握することが出来た。

一方 ,富山県において最も主要な雪害とスギの成長については ,把握出来なか った。すなわち ,

調査林分が標高 600z以 上で傾斜 50° 以上の地形には少なく,また標高の高い林分は尾根近く

に片寄っていることと,雪害林分における地位指数の算定が困難であることなどが起因している。

3-4 スコア表 の使用につ いて

スコア表の要因項目の配列については計算結果と無関係であること,また要因項目中に調査の出

来ない要因があった場合は ,要因項目の平均値によらぬば蹴 らないので精度を低下させることを考

慮し,ス コア表を利用しやすい様に要因項目を配列した o

地域 ,樹高 ,土壌型,母材 ,傾斜 ,地形の各要因については,胡`上において ,結構計測すること

が出来ると考え配列した。ただし現地調査を行なうにこしたことはない。計算の結果 ,要因群のス

コア (7)の重相関係数 0.87426となり,現地調査によらなくてもかな り信頼度のある成長予

測が出来る。

つぎは現地で調査を必要とする,A層厚 ,堅密度 ,土性の要因項目を配列し,最後に重相関を上

げるため置換酸度を加えたが,こ の置換酸度は分析が必要であり,一般的ではなく,現地におくは

０
ざ
う

，
■

も
、
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PHに よることになるが普通は削除して 10項目の要因によリスギ林の成長予測を行なっても十分

な結果が得られる。

ポカスギについては ,地域区分によリタテヤマスギと区別してあるから,氷見丘陵地域以外では

成長予測をすることは原則 として出来ない。また ,タ テヤマスギについては反対に氷見丘陵地域で

は成長予測が出来ないことになる。しかし,実際氷見 Elk地にタテヤマスギの植栽が行なわれてい

ることから,品種の特性を考慮することを前提にして活用していきたい。

このスコア表は雪害・寒害・風害・病虫害にかかっていない健全な林分の樹高を基準にしている

から,こ れらの諸被害についてはマイナス条件として考慮 しなければならなぃ。とくに雪害につい

ては現地の地形を充分把握し,ス コア表を上手に活用して成長予測をしなければならない。スコア

表による推定地位指数の計算例として表-5に掲載した。

表-5 推定地位指数の計算

要 因 項 目 カテゴリー Fhz=r Flzz=7 注 1

例 1は地形区分までのア要因項目による計

算例 ,林令 4o年で樹高 21z98“

(地位指数 )

注 2

例 2は 11項 目全部の計算例

林令 40年で樹高 22z60"(地 位

指数 )

注 5 重相関係数

重相関係数が高いこと(1.0)は推

定値が実測値とす致 していることで

ある。例 1の場合より例 2が高くそ

れなナ推定値が実測値 に近いことを

意味している。

(1)地 域 区分

(2)標   高

13)土 壌 型

(41母   材

b)傾   斜

(6)方   位

に)地   形

18)A層 厚

(9)堅 密 度

10土   性

α⇒   yl

新 り|1山 地

550

BD(崩積)

安 山 岩

25°

Jヒ

脚

55鋪

～ 堅

土

5.0

山

軟
　
壌

10.645

0.104

7595

1.060

0.764

-0.542

2.556

11.491

0.129

7506

0.622

0877

-■.406

2.021

刊 .792

-0465

1.621

0

計   (地 位指数 ) 21.978 22.604

重 相 関 係 数 0.8745 0.8915
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きがとあ

171の調査資料を帰納法によって解析しスコア表を作成したがこの結果から,富山県における
スギの成長と環境要因について結論づけるのは早計であるが,傾向及び問題等については,充分把

握することが出来たものと思われる
`今
後はこれらの傾向についての裏付を行なうとともに問題点

等の究明
`■

よってさらに精度の高いスコア表の作成に努力したい。またスギの成長に対してマイナ

ス条件となる諸被害についても充分究開しなければならない。とくに雪害については,いろいるの

角度力もの検討が必要協 。この雪害問題に鈍輩 当場で雪害機構及び保育方漁=)ぃて研究中でぁ

り,これら研究の成果と積雪についての実態の把握が出来れば,始めて富山県におけるスギ林の成

長予測が一応完結するものとみられるがこの調査はその第一歩である。

■方森林地域立地区分については適地適木調査によるEL4型の分布に地域差が認められ,また,

生産力調査による地域差にもわづかながらあり最初に行なった区分にしては満足できる区分になっ

たと考えている。しかし,傾斜区分,気象区分,その他については,まだ問題点もあり。機会があ

れば修正したい。
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料資考参

林地生産力は収穫量によって表現されることが理想であるが ,収穫量を基準にする方法が困難で

あり,ス コア表では樹高によって表現されている。

同一樹種による林地の生産力についての比較は樹高によっても出来るが ,林地の収量は ,地域性

に合った保育形式のちがいによって異なってくるため,樹高のみでは材積の推定が困難である。し

かし,保育形式をきめておけば樹高と材積との関係を把握することも出来る。 (林分管理密度図 )

しかし,富山県ではこれらの研究が行なわれていないから,収穫表 ,県有林の調査資料 ,及び本調

査の資料によって樹高と胸高宙径の関係か ら,材積を算定したのが表-6である。

表-6 樹高による材積の推定表

地 位 指 数

(樹 高)

積材木単 加  当  り 林分管理密

肇鷺渉]収 穫 表
他
料
の
資
そ

の
平  均 立木密度 材  積

8z

10

12

14

16

18

20

22

24

0.0プ

0.11

0.17

0.26

0.57

0.52

0.68

0.57

1.11

0.0"

0.o9

0.14

025

085

0.51

0.69

0.90

1.15

0.0ジ

Q10

0.16

1125

Q36

052

069

0.89

115

2.000本

1500

1,575

1,200

1000

885

810

750

665

150

220

500

570

460

560

650

750

げ

200

250

300

360

420

490

560_

650

げ15

立木密度は県の収穫表から林令に関係なく樹高により定めた当りの材積を算出したもので目安に

なればと思って記載した。また全国のスギ林による林分管理密度図から樹高と材積の関係を読みと

った数量を表中に記載したが ,地域により多少の相異があることを考慮して参考に供せられたい。
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附   表 富 山 県 ス ギ 林 生
~産
力 調 査

1 2 5 4

地 域 区 分
1.

(品   種 )

黒 東 山 地

(タテヤマスギ )

新 りll山 地

(タテヤマスギ )

立 山 山 地

(タテヤマスギ )

婦 南 山 地

(タテヤマスギ )

2.標  高 い o～ 2oo 201-500 501へ ′7oo 701～以 上

土  壊  型
5.

(堆 積 様 式 )

BB BC

BD(aヽ
(残積土 )

B■ D(a)

BD(d)
(衛行土 )

4.母 材 (地質 ) 洪  積  土 第 3紀 砂 岩 第 5紀
岩
岩
岩灰

泥
頁
凝

安 山 岩 類

5.傾  斜  度 0 ～  20 21 ～  50 51～ 以 上

6方   位 平 坦 地 東 南

7地    形 山 頂 山 腹 凸 斜 面 山腹平衡斜面 山 腹 凹 斜 面

8.A層 厚 0 0 - 15 16 51 45 46～ 以 上

,堅  密  度 すこぶる軟～軟 すこぶる軟～堅 軟 軟 軟  ～  堅

10.土     性 礫  質  土 砂  質  土 壌 土 埴  質  土

11.置 換酸度呻 0 ～  5.0 5.1-15.0 15.1～ 30.0 301～ 以上

注  ・立地区分  別紙区分図

・母材 第 3紀の氷見 ,八尾層群は母材に より,砂岩とその他に分類 ,安 山岩は年代に関係

なく岩質による。流紋岩は太美山層群を含む (流紋岩が主体をなしている )

手取 ,来馬層群は岩質に関係なく一つにし中生岱 として区分 ,沖積は洪積土に含む。
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要 因 1項 ロ カテ ゴ リ.一 区 分

5 6 7 8

音 川 山 地

(タテヤマスギ )

五 箇 山 山 地

(タテヤマスギ )

砺 南 山 地

(タテヤヤスギ )

氷 見 丘 陵

(ポ カスギ )

BD(残定積土 )

B■D
BD(旬 行土 ) B D(働廃土 ) BE B「  G

流 紋 岩 類
礫 岩

中生代 砂 岩
頁 岩

花 聞 岩 類

西

山 脚

堅 堅

注

・ A層厚    
‐

▲lA2・・・ ▲二B層

の1/2合計

・堅密度

や 堅ゝは堅とし区分

し▲層上部とB層上

部の組合

・土性

礫質土 中小礫い大

部分を占め

る場合

砂質土 徴砂質土装

を含む

壇質土 重 ,軽壇土

を含む。

・方位 傾斜が 8° 以下は平理地 と見餃 ::

北はN67・ T N67・ Eを含む。 南は 822° W S22° コを含む。
・地形 山頂・・治地を含む。

山脚…沢沿 ,河成g4Eを含む。 i
‐  山腹凹斜面…山腹複合斜面 ,相地形を含む。
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富 山 県 ス ギ 生 産

プロット
通し番号

位
数
地
指 1 2 5 4 5 6

1

2

5

4

5

6

7

8

9

10

11

12

15

14

15

16

17

18

19

20

21

22

25

24

25

26

27

14

20

15

19

20

16

18

25

18

19

19

24

19

22

15

18

19

18

15

21

14

24

19

18

25

21

20

1黒 東

1.  ″

1.  ″

1.  ″

1  ″

1  ″

1.  ″

1.  ″

1.  ″

1.  ″

2.新 川

2.  ″

2.  ″

2.  ″

2. ″

2.  ″

2  ″

2.  ″

2. ″

2. ″

2.  ″

2.  ″

2. ″

2.  ″

2.  ″

2.  ″

2.  ″

2. 380

1.  80

1. 180

2. 250

1. 19o

1  80

1. 185

1. 160

2. 50o

2. 280

2. 2,0

2. 21o

2 250

2 27o

2. 29o

2. 210

1 180

2.580

2. 420

2. 45o

2. 490

2. 410

2. 4o0

2. 43o

2. 270

2. 580

2 570

4. BD(a)銅

ス BD崩

4. BD(d)旬

Z BD崩

7  ″

2. BC

5. BD定

8. BE

6 BD衛

5. B■ こ

7 BD 崩

7  ″

5. BD残

8. BE

5. BD(a)曳

4.BD(a)嗣

6. BD旬

`  
″

4.BD(d)旬

z BD 崩

3. BD(d減

8. Bコ

6 BD 銅

4.BD(a)制

Z BD崩

6 BD旬

5. B■ D

` 
中生 礫岩

3.第 3 泥岩

1洪  積

5.第 5紀泥岩

こ 第輔謗灰岩

5.第 3紀泥岩

7花 聞 岩

2.第 5紀砂岩

4.安 山 岩

5.第 3紀泥岩

2.第 3紀砂岩

2.    ″

5.流 紋 岩

4.安 山 岩

6.中生 頁岩

6    ″

6    ″

6.   ″

4.安  山 岩

4.

1 20

2. 25

2.50

1. 15

1 15

2. 50

1   6

6. 55

2. 25

2. 50

2. 21

1. 12

1 15

1. 2o

l.   6

1. 18

2. 27

6 31

2. 50

2. 22

1. 20

1. 17

3. 58

6. 58

2. 28

5.56

2. 25

こ E

5.T

5. ″

2. Nコ

2. NE

5. W

l:y

ユ T

3. IB

5,W

2.NW

2. N

l E5・

5 コ

1. S6・

2.NW

5.7

4. S

4.″

2. NE

2. N

2. ″

3. コ

5。 ST

5.T

5. SE

2. N
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力 調 査 一 覧 表

7 8 9 摘  要 断面番号

4.山腹複

4.山腹凹

2.山腹凸

` 
山 脚

4.山腹凹

こ 山腹平

1山 頂

5.山 脚

3 山腹平

4.山腹複

6.山腹平

4.山腹復

1.山 頂

4 山腹凹

1山 頂

4.山腹複

6.山腹平

2.山腹凸

4.山腹復

2.山腹凸

4.山腹凹

2.山腹凸

3 山腹平

4.山腹複

3.山腹平

4.山腹複

タテヤマ

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

2 28

2. 22

2 28

2. 27

こ 53

2. 21

2. 28

2. 21

2. 26

3. 56

2. 22

2. 21

1 14

4. 74

3. 57

6. 44

4. 48

6. 66

2 24

5. 66

2 17

2. 16

6. 38

2. 22

■ 15

5. 54

4. 7,

5。 や 堅ゝ～堅堅

5. 軟 ～ 軟

5     ″

2.す こ軟～ 堅

4.軟 ― R・ 堅ゝ

5.堅 ～ 堅

4 軟 ― t・ 堅ゝ

` 
軟 ～ 軟

2.す こ軟～や 堅ゝ

4. 軟 ～や 堅ゝ

2.す こ軟～や 堅ゝ

2.    ″

こ  軟 ～ 軟

2.す こ軟～や 堅ゝ

5.や 堅ゝ～ 堅

5. 軟 ～ 軟

5.      ″

2.すこ軟～や 堅ゝ

2.     ″

2.    ″

2.     ″

5,や 堅ゝ～ 堅

5.     ″

2.す こ軟んゃ 堅ゝ

4. 軟 ～や 堅ゝ

2.すこ軟～や 堅ゝ

5.や 堅ゝ～ 堅

み L

2. SC

2. SL

3. L

4. CL

4. OL

4. CL

2.SiL

4. CL

5. L

こ L

4. CL

5. L

3. L

5. L

2. SL

2 SL

2. SL

l. GL

4. CL

4. OL

4. C

l. GL

4. C IL

6. L

6. L

4. CL

3. 25.9

6 254

3. 28.5

4. 55。 9

2. 11.8

2.  .8.1

4. 866

21 5.9

4. 52.1

2. 6.4

5. 178

1.  ■1

6 215

2.  5.5

5. 178

4. 38.7

2.  5.2

1.  2.4

2  95

5. 175

5. 192

2. 116

2.  5.7

1.  4.5

2.  6.0

3. 16.4

4. 55.5

県 林 試

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

1-‐  1

1- 2

1- 5

1-4

1- 5

1- 6

1- 7

1- 8

1- 9

1-10

1-11

1-12

1-15

1-14

1-15

1-16

1-17

1-19

1-20

5-1

5-2

5- 5

5-4

5-5

5- 6

3-21

3-22
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Z3暮専稽毅 1 2 4 5 6

28

29

50

51

52

53

54

55

56

57

58

5,

40

41

42

45

44

45

46

47

48

4,

5o

51

52

55

54

55

56

22

19

21

19

16

18

16

21

20

18

19

18

2o

19

20

19

17

19

22

25

16

14

21

20

14

11

20

21

21

2.新 川

`立
山

5.  ″

6.  ″

5.  ″

6.  ″

こ  ″

3.  ″

こ  ″

3.  ″

3.  ″

3.  ″

5.  ″

5.  ″

`  
″

6. ″

こ  ″

5. ″

ユ ″

3.  ″

` 
″

こ ″

6.  ″

5.  ″

こ  ″

こ  ″

6. ″

こ ″

3. ″

2. 49o

2. 42o

2. 450

2. 480

2. 250

1. 200

1. 2oo

2. 250

2. 590

1・  180

1. 170

2. 360

2. 420

5. 580

3. 520

2. 480

5.550

2. 4oo

5. 620

み 52o

4.1020

4.105o

6. 55o

3. 55o

3. 520

` 520
2. 5o0

致 510

2 480

4.BD(a海

z BD 崩

`BD旬
4. BD(a)旬

6. BD飼

ス BD崩

8.BF

5.BD 定

l BB

7 BD 崩

8. BE

5.BD 定

こ BD(d)定

7 BD崩

ア BD 崩

8. Bコ

7花 闇 岩

6.中生 砂岩

4.安 山 岩

2 第 5紀砂岩

2.    ″

6.第 3紀泥岩

4.安 山 岩

■ 洪  積

4.安 山 岩

6.中生 砂岩

4.安 山 岩

6.中生 頁岩

6.    ″

6.    ″

6    ″

4.安 山 岩

4.    ″

4.

4.

4.

4.

4.   ″

4.   ″

4.    ″

` 
中生 砂岩

2.

1. 14

1. 20

み 53

2. 50

2. 50

3. 55

2. 50

2. 26

5. 52

1. 20

1. 12

2. 5o

2 5o

2. 25

2 22

2. 28

2. 50

5. 4o

こ 35

1.   5

1.   5

1.   4

1  17

5 58

1  8

1.   4

3. 32

1   8

2. 25

2. N

5. IE

2. N

2. N
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7 8 9 摘  要 断面番号

5.山 脚

4.山腹複

4.  ″

こ 山腹平

t山 頂

2.山腹凸

1・ 山 頂

4.山腹複

こ 山腹平

4.山腹複

5.山 脚

こ 山腹平

4.山腹凹

5.山腹平

5.山 脚

3.山腹平

6.   ″

5.   ″

4.山腹凹

5。 河 段

1山 頂

5,山  脚

5.山腹平

1台 地

1.台 地

5.山 腹平

5.山 脚

4.山腹凹

タテヤマ

″

″

″

″

″

″

″

″

″

6. 45

2. 24

4. 85

2. 50

1. 14

2. 22

2 18

2. 22

4. 47

5. 54

2. 24

3. 40

こ 40

2. 20

2. 28

2. 27

2. 20

2. 5o

` 62
2. 20

1. 15

1 11

2. 25

4. 65

4. 50

3. 41

2 26

4. 64

5. 57

4. 軟 ～や 堅ゝ

4.     ″

4. 軟 ～ 堅

5. 軟 ～ 軟

4. 軟 ～や 堅ゝ

4    ″

4.     ″

4.軟 ―‐● 堅ゝ

4  軟 ～や 堅ゝ

2.すこ軟～や 堅ゝ

4. 軟 ～や 堅ゝ

2.す こ軟～や 堅ゝ

5. 堅 ～ 堅

4. 軟 ～や 堅ゝ

2.す こ軟～ 堅

4. 軟 ～や 堅ゝ

4. 軟 ～ 堅

5. 堅 ～ 堅

5。 や 堅ゝ～ 堅

4  軟 ～や 堅ゝ

4. 軟 ～ 堅

4.     ″

4. 軟 ～や 堅ゝ

1.す こ軟～ 軟

1.     ″

4.軟 ～ 堅

4.

4.

る. L

4. OL

l. GL

l. GL

2. SL

2 Si L

2. SCL

4. C

4. C

4. C Ib

2. S C Ij

4. C

4 0

2. SCL

4.CL

4. 0

2. 12:5

2.  6.9

1.  10

1.  0.9

2. 12,

1.  0.1

6. 261

6. 270

1.  0.4

5. 18.0

3. 170

1.  1.9

1.  こ1

2. 14.9

1.  2.7

5. 260

1.  6.9

1.  0.5

2.  76

1.   0る

4. 574

6. 25.0

2. 10.2

1.  0.9

4. 51.0

5. 264

2. 139

1.  0.9

2.  61

県 林 試

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

国立林試

″

″

″

″

″

″

″

5-25

5-7

6- 8

3- 9

5-lo

5-11

5-16

5-17

5-18

6-24

3-25

5-26

5-27

5-28

5-2,

3-5o

3-31

5-32

5-33

1

2

3

4

5

6

7

,

10

11

-59‐‐



歪ι暮喜稽表 1 2 3 4 5

57

58

59

60

61

62

65

64

65

66

67

68

69

70

71

72

75

74

75

76

77

78

79

80

81

82

85

84

85

15

10

12

21

18

22

16

20

2o

28

19

18

17

18

20

18

15

18

17

19

18

20

17

19

17

19

20

16

9

`立
山

5.  ″

6.  ″

こ  ″

4,婦 南

4.  ″

4. ″

4.  ″

4,  ″

4.  ″

4.  ″

4.  ″

4.  ″

4.  ″

4. ″

4.  ″

4.  ″

4.  ″

4.  ″

5.音 川

5.  ″

5.  ″

5  ″

5.  ″

5. ″

5.  ″

こ 理 動

6  ″

6.  ″

2. 480

4. 940

4. 950

5. 540

3. 550

2. 480

2. 460

2. 420

2. 450

2. 460

5. 52o

2. 240

2. 31o

2. 27o

l 180

2. 4oo

2.450

2. 360

2.480

2. 500

2. 470

2. 5oo

l. 200

1. 180

2. 500

1. 180

4. 720

4, 770

4. 845

2. BC

l. BB

l.BB

ス BD崩

Z  ″

8. Bコ

4.BD(a)銅

ス BD崩

4.BD(a)葡

7 BD 崩

5, BD(d)践

6. BD旬

5. BD(d減

` BD 
旬

8. BE

6.BD旬

こ BD(a)践

7 BD崩

6. BD 葡

5. BD 定

3.BD(d)残

7 BD崩

4. BD(a)制

z BD 崩

4.BD(a)銅

z BD崩

ア  ″

5. BD 定

1. BB

6.中生 砂岩

4.安 山 岩

5.流 紋 岩

6 中生 砂岩

3.第 6紀泥岩

Z花 聞 岩

6 中生 砂岩

5.第 3紀泥岩

5.流 紋 岩

4.安 山 岩

4.

6

5.

4

6. 51

1. lo

2. 25

1   5

2. 22

1. 18

3 36

2. 28

2. 25

2. 28

2. 25

3 54

5. 52

2. 26

1.  12

5. 34

2. 5o

l. 20

6. 52

1. 12

1. 16

5. 56

5. 32

1.   7

5. 51

1. 10

1. 16

1.   8

1   6

2.N

5.W

5. E

■ Wる
°

2 N

2.N

5。 W

5.T

5.T

2. N

2. N

2.NW

2. N

2. NE

5. コ

こ コ

3. E

6. E

5.T

2. N

2. N

2. N

2. N

l. N7・

5.T

2.N

4. S

t W8°

1. T6°

-40-



7 8 9 摘  要 断面番号

2 山腹凸

1山 頂

2.山腹凸

5河 段

4.山腹複

ユ 山 脚

2.山腹凸

こ 山腹平

こ 山腹平

4.山腹複

2.山腹凸

5.山腹平

6   ″

2.山腹凸

5.山 脚

3.山腹平

1.山 頂

4.山腹凹

2 山腹凸

4.山腹棚

1.山 頂

5.山腹平

こ   ″

5.山 脚

2.山腹凸

5.山 脚

4.山腹複

5.山腹平

1.山 頂

タテヤマ

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″   |

2. 27

1.   7

■  2

2. 20

2. 22

4. 55

5. 66

4. 50

2. 20

2. 26

5 59

5. 55

2. 26

2. 3o

2. 5o

2. 25

1. 15

5. 55

2. 20

2. 21

1. 15

2. 26

5. 52

4. 5o

2. 17

5. 55

2. 19

2. 18

1.   4

4. 軟 ～ 堅

2.すこ軟～ 堅

1 す こ軟～ 軟

2.すこ軟～ 堅

4. 軟 ～や 堅ゝ

5.や 堅ゝ～ 堅

2.すこ軟～や 堅ゝ

4. 軟 ～ 堅

2 すこ軟～ 堅

4. 軟 ～ 堅

` 
軟 ～ 軟

2.す こ軟
～
や 堅ゝ

2.す こ軟～ 堅

2.     ″

4. 軟 ～や 堅ゝ

4.     ″

2.す こ軟～や 堅ゝ

4. 軟 ～や 堅ゝ

2.す こ軟～ 堅

4. 軟 ～ 堅

4.     ″

4.     ″

2.すこ軟～や 堅ゝ

5。 や 堅ゝ～ 堅́

4. 軟 ～や 堅ゝ

4. 軟 ～ 堅

5. 堅 ～ 堅

2

4. C

4. CL

4. CL

5. L

1 0L

l. GL

l. GL

l. GL

こ L

3. L

み L

3. L

2. SL

5. L

5 L

5. L

4. CL

3. L

l. GL

4. CL

4. CL

5. L

l GL

4. CL

4. CL

4. CL

4. CL

4 0L

2. SL

1.  5.0

4. 45.5

` 25:7
乙 28.8

1.  15

2. 11.7

1  0.9

1.  17

2.  6.4

1.  5.9

2. 12.8

4. 51.1

1.   1.6

4. 45.9

こ 13.0

6. 18.1

2. 12.4

4. 612

3. 18.2

4. 32.2

4. 42.0

`2,7
1.  1.0

5. 164

1.  4.2

2.  6.7

4 5こ
`

4 368

6 186

国立林試

″

″

県 林 試

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

12

13

14

15

4-4

4-こ

4-6

4- 7

4-8

5-12

3-13

5-14

5-15

5-1,

3-20

4- 9

4-‐10

4-11

4-12

4- 1

4- 2

4- 5

を  1

2-25

2-26

2-27

2-- 2

2-- 3

2- 4

-4 1-



プロット
通し番号

位
数
地
指 1 2 3 4 5 6

86

87

88

89

90

91

92

95

94

95

96

97

98

99

100

101

102

105

104

105

106

107

108

109

110

111

112

115

114

20

22

16

20

19

18

15

19

22

17

17

18

18

18

18

17

19

14

16

19

19

21

20

18

19

20

18

22

20

6.理勁

6  ″

6  ″

こ  ″

6.  ″

6.  ″

6  ″

6.  ″

`  
″

6.  ″

6  ″

6.  ″

6  ″

6  ″

6.  ″

6 ″

6.  ″

6.  ″

6 ″

Z砺 南

7  ″

Z  ″

Z  ″

ア  ″

ス  ″

ア  ″

ス  ″

Z  ″

7  ″

5. 51o

367o

3 580

こ 600

5. 580

5. 660

4, 870

4. 850

2. 500

3. 6 10

3. 660

2. 580

2. 570

2. 590

2. 580

2. 470

2. 450

3. 580

5. 540

2. 41o

2. 4'o

2.500

2. 260

2. 620

1. 160

1. 200

1 160

2. 290

2. 300

Z BD 崩

ア  ″

4 BD(d)旬

ア BD崩

5.BD定

4.BD(a)衛

こ BD衛

`  
″

8. Bコ

6. BD旬

5. B■ a

4.BD(a)嗣

Z BD崩

8. BE

ア BD崩

こ B■D(d)

6. BD葡

2. BC

5. BD(dン曳

8. DE

ア BD崩

7  ″

ア  ″

4. BD(a)銅

5. BD定

ス BD崩

ア BD崩

こ BD銅

6.  ″

4.安 山 岩

Z花 聞 岩

4.安 山 岩

7花 聞 岩

4.安 山 岩

7花 商 岩

4.安 山 岩

7花 闇 岩

5.流 紋 岩

4.安 山 岩

1.洪  積

5.流 紋 岩

1洪  積

5,流 紋 岩

4.

4.

4・

4.

5.

2. 26

1 14

3. 51

1. 20

1.    7

1.  8

1. 20

1.  16

2. 28

2. 28

2. 26

1.  15

5. 51

こ ろ6

5 52

658

2. 50

1. 16

1. 20

1. 10

1. 14

5. 37

2. 26

2. 21

1.   5

1. 20

1.   8

2. 28

6. 34

2.NW

2.NT

2. N

2. N

177°

1:y
2. N

5.ST

5.7

5. T

4. S

ユ コ

5。 W

5.W

2 N

4. S

2. Nコ

2. N

2. N

2.NW

2.NW

3 コ

2. N

2. N

tr
5. E

t N8°

2. N

2. Nコ

-4 2-



8 9 要摘 断面番号

4.山腹複

4.山腹凹

4.山腹復

5.山 脚

4.山醐

2.山腹凸

2.   ″

4.山腹複

5.山 脚

1.山 頂

こ 山腹平

5.山 脚

` 
山腹平

5.   ″

4.山腹複

ζ 山腹平

6   ″

1.山 頂

1.   ″

4.山腹凹

4.山腹複

4.山腹凹

4.山腹複

2.山腹凸

5.山 脚

4.山腹凹

5.山 脚

4.山晦聞

6.山腹平

タテヤマ

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

5. 51

2. 28

2. 22

2. 17

4.68

2. 21

2. 25

2. 25

2. 2`

2. 24

4. 77

5. 52

4. 76

4. 50

4. 55

4. 72

5. 54

1.   〔

2. 16

6.4o

3. 36

4. 56

2. 28

2. 20

2. 27

5. 52

2.30

2. 24

2. 16

4.軟 鷲 堅ゝ

5.軟 ～ 軟

4. 軟 ～や 堅ゝ

こ  軟 ～ 軟

2.す こ軟～や 堅ゝ

1.すこ軟～ 軟

2.す こ軟～や 堅ゝ

2.     ″

2.     ″

5. 軟 ～ 軟

4. 軟 ～ 堅

1.す こ軟～ 軟

1.     ″

4. 軟 ～や 堅ゝ

1 すこ軟～ 軟

2.す こ軟～や 堅ゝ

4. 軟 ～ 堅

4.     ″

4. 軟 ～や 堅ゝ

4.      ″

2 すこ軟～ 堅

2.す こ軟～や 堅ゝ

4. 軟 ～ 堅

4. 軟 ～や 堅ゝ

2.すこ軟～ 堅

4. 軟 ～ 堅

4. 軟 ～や 堅ゝ

l GL

5. L

4. CL

6. L

4. CL

5 L

2. SL

2.SL

5。 L

` L
る L

2. S II

l. GL

l. GL

l. GL

5. L

る L

4. CL

4 0L

` L
3. L

4. CL

4. CL

4. OL

2. SL

6. L

こ L

4. OL

6. L

6. 214

4. 44.7

1.  45

` 275
4. 514

4. 65.4

2. 8.2

5. 245

2.  54

4. 514

4. 55.3

2. 16.5

2. 12.6

2.  6.7

1.  1.8

2.  77

2. 14.8

4. 491

4. 60.2

3. 1 84

6. 15.2

2.  8.4

1.  4.0

4. 542

2. 12.0

こ 163

1.  4.0

6 21.7

2.   5.1

県 林 試

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

2- 5

2-6

2-7

2-‐  8

2‐‐ 9

2-10

2-11

2-12

2-15

2-14

2-15

2-16

2‐ 17

2-18

2-19

2-28

2-29

2‐…60

2-51

2-20

2-21

2-22

2-25

2-24

5- 9

5-10

5-11

5-12

5-13

-45-



遁ι著! 指表 1 2 4 5 6

115

116

117

118

119

120

121

122

125

124

125

126

127

128

129

150

131

132

153

154

155

166

157

158

159

140

141

142

143

21

21

20

2o

22

21

14

17

22

21

17

15

24

16

9

17

19

20

17

28

28

25

24

19

19

21

15

21

24

7砺 南

ア  ″

7  ″

7  ″

7  ″

Z  ″

ア  ″

7  ″

ア  ″

7  ″

ア  ″

ア  ″

7  ″

ア  ″

ア  ″

7  ″

ス  ″

7  ″

8.I後

8.  ″

8.  ″

8.  ″

8.  ″

8.  ″

8.  ″

8.氷 見

8.  ″

8.  ″

8.  ″

2. 300

2. 260

■ 120

2. 570

2. 410

2.45o

2 470

2. 450

2.480

6. 540

1. 17o

2. 25o

l. 2oo

l. 190

1. 17o

l. 15o

l. 180

2 280

1. 120

1.  80

1.  60

1.  80

1. 2o0

1. 140

2. 240

1. 100

1. 150

1.  5o

l. 170

ア BD 崩

Z  ″

6 BD 葡

6.  ″

7 BD崩

6 BD 葡

こ BD(dソ曳

5. B■D

Z BD崩

6 BD 葡

6.  ″

2. BC

ス BD崩

2.BC

2.BC

6. BD 旬

4.BD(a)制

ア BD崩

5.BD残

3. BE

7 BD崩

6.BD葡

6  ″

5.BD残

5.  ″

6 BD銅

5 BD(d)残

こ BD旬

7 BD 崩

4安 山 岩

1洪  積

4.安 山 岩

5.流 紋 岩

4.安 山 岩

6・ 第 3紀泥岩

5.流 紋 岩

2.第 5紀砂岩

2.

2.

2.

2.

6.第 5紀泥岩

5.第 3紀頁岩

み 評瀦

2.第 3紀砂岩

こ 第 3紀頁岩

み 第3テ頁岩

3.第 3紀頁岩

5。

ι 55

2  21

2. 20

3. 55

1.   8

2. 25

2. 17

2 27

1. 15

6. 54

2. 28

1   4

2 26

5. 55

5. 56

5. 31

2. 28

6. 35

1. 20

2. 25

2. 25

2. 5o

2 30

■   8

1.平坦

1. 10

2 25

2. 27

1. 15

こ コ

5.T

2. N

4. S

5。 W

2. N

a SE

5.SW

2.N

5. II

2. N

l S4°

2. N

4. S

5.W

4. S

5.SW

5.T

2. NE

2 N

2. N

2. N

2. N

l. N8°

1平坦

2. N

2. N

2.NW

5. SE

-44-



7 8 9 10 要摘 断面番号

5.山腹平

5.山 脚

ユ   ″

6.山腹平

4.山珈

4.山腹凹

1.山 頂

5.山腹平

4.山翻

4.山腹凹

4.山腹複

1.山 頂

4.山腹凹

2.山腹凸

1.山 頂

2.山腹凸

2.山腹凸

5.山腹平

2.山腹凸

4.山腹凹

4.   ″

2.山腹凸

4.山腹凹

1,山 頂

1.山 頂

5.山 脚

2.山腹凸

5.山 脚

4.山腹凹

タテヤマ

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

ポカスギ

″

″

″

″

″

″

″

″

2. 25

2. 24

4. 48

2. 24

3. 51

2. 26

2. 20

4. 74

2. 22

2. 21

2. 24

1.   6

2. 2o

l. 10

1.   6

2. 28

1. 10

3. 40

2.  18

3 45

ユ 34

1. 10

2. 50

1.   6

2. 29

1.   6

1.   9

2. 26

1. 15

4. 軟 ～や 堅ゝ

1.す こ軟～ 軟

5.や 堅ゝ～ 堅

1.すこ軟～ 軟

4. 軟 ～や 堅ゝ

1.すこ軟～ 軟

2.す こ軟～や 堅ゝ

2.     ″

2.す こ軟
～
堅

2.     ″

2.す こ軟～や 堅ゝ

5, や 堅ゝ～や 堅ゝ

5. 軟 ～ 軟

5.や 堅ゝ～ 堅

ユ     ″

1 すこ軟～ 軟

5。 や 堅ゝ～や 堅ゝ

5  軟 ～ 軟

5.や 堅ゝ～ 堅

4. 軟 ～ 堅

4.     ″

4.     ″

4.     ″

2.すこ軟～や 堅ゝ

2.す こ軟～ 堅

2.     ″

4. 軟 ～ 堅

4. 軟 ～や 堅ゝ

4.     ″

4. CL

4. OL

4. CL

5. L

6. L

4.CL

6 L

6. L

ζ L

2. SL

2. SL

2. SL

2 SL

2. SL

2. SiL

2. SL

4. CL

5. L

4. CL

4. CL

4. OL

4 CL

2. scL

4. 0

4. C

4 C

4. 0

2. SCL

4. 0

み 266

1.  0.4

4. 54.4

1.  4.7

2. 12.4

■   02

4. 431

4. 76.5

2. 12.o

4. 5,7

2.  60

2. 10.9

2. 108

1.  0.7

6. 2■ 1

2. 10.1

5. 18.5

1.  0.4

1.  08

1.  10

1.  0.5

1  2.0

1   1.0

1.  2.0

2. 11.5

1  2.0

4. 52.5

1  1.8

1.   1.2

県 林 試

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

国立林試

″

″

″

″

″

″

″

5-14

5-15

5-16

5-17

5-18

5-19

5-20

5-21

5-22

5-25

5- 1

5- 2

5-- 3

5-4

5-5

5- 6

5-- 7

5- 8

44-‐  1

44- 2

44-3

44- 4

1

2

5

4

5

6

7

■ 5-



プロット
通し番号

位
数
地
指

1 2 5 4 5 6

144

145

146

147

148

149

15o

151

152

155

154

155

156

157

158

159

160

161

162

165

164

165

166

167

168

169

170

171

26

25

21

18

11

26

25

18

22

22

18

24

25

22

26

19

20

21

22

21

25

22

25

19

15

20

25

14

8.氷 見

8.  ″

8. ″

8.  ″

8.  ″

8.  ″

8.  ″

8.  ″

8. ″

8.  ″

8.  ″

8.  ″

8. ″

8.  ″

8. ″

a  ″

3.  ″

8. ″

8. ″

8.  ″

8. ″

8. ″

8.  ″

8.  ″

8.  ″

8. ″

a  ″

8. ″

1 17o

l. 150

1 200

1. 15o

l.  50

1. 160

1.  80

1. 150

1. 180

1.  60

1. 140

1. 180

1.  90

1. 80

1 140

1. 160

1. 120

1.  50

1. 100

2. 270

2. 250

2. 5oo

l. 180

2. 250

1. 200

1. 160

1.  5o

l. 200

8. BIE

z BD崩

6 BD 旬

5. BD(a残

1. BB

` BD旬
Z BD崩

5. BD 残

6.BD葡

8. G

こ BD残

6 BD旬

6  ″

6  ″

ア BD崩

6 BD旬

6  ″

ア BD 崩

ア  ″

5.BD残

8.B「

8. BE

8. BF

4. BD(a)制

5. BD(a洟

こ BD葡

8. BIE

こ BD(a殊

3.第 5紀頁岩

5.    ″

3・ 鶴テ砂岩
こ    ″

2.第 5紀砂岩

る.第 3紀頁岩

こ ふ千頁岩
5.第 5紀頁岩

乙    ″

1.沖  積

2.第 3紀砂岩

5. 5震灰岩
5.   ″

3.    ″

5 第 3紀頁岩

5.    ″

2.第 5紀砂岩

Z花 聞 岩

7    ″

乙 第3千頁岩

2.第 5紀砂岩

2.    ″

ア 花 聞 岩

7    ″

2.第 5紀砂岩

` 
第
」千頁岩
7花 商 岩

5.第 5紀頁岩

1   6

1. 15

1. 19

1.   9

1. 12

1.平坦

2. 60

1, 15

2. 23

1.平坦

1.   5

3. 56

5 55

3. 55

2. 28

2. 25

3. 4o

l平坦

5.52

1.   5

1.   6

1.  15

1 10

6. 40

1.平坦

5. 4o

3. 40

5. 21

2. NE

4. S

2. N

5.T

5.7

■ 判

2. N

2.N

2. N

l.平 坦

1. S5°

2. N

5.T

5.W

2. Nコ

5. SE

み E

l平坦

5. SW

i E5°

l Eる
°

2.NW

2.Nコ

4. S

t平坦

2. NE

2.N

5.T

-46-



8 9 要摘 断面番号

5山 脚

5.  ″

2 山腹凸

1.山 頂

1   ″

4.山腹側

5.山 脚

2.山腹凸

ζ 山腹平

5.山 脚

1山 頂

5 山 脚

4 山腹凹

3.山腹平

4.山腹凹

5 山腹平

5_河 段

5.山 脚

6 山腹平

■ 山 頂

1.   ″

5 山腹平

5  1し   ,甲

6.山腹平

1 山 頂

5山 脚

5.   ″

1.山 頂

ポカスギ

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

5. 61

1. 15

2. 25

1. 13

1. 14

2. 25

4. 48

1   5

1.  14

1   4

2. 25

1. 10

3. 40

2. 25

2 24

6.42

2. 22

2. 18

2. 18

1.   ,

2. 16

2. 19

1   6

2. 24

5. 61

2. 28

2. 22

1.   6

2 すこ軟～や 堅ゝ

4

4. 軟 ～ 堅

4. 軟 ～ゃ 堅ゝ

4. 軟 ～ 堅

2.す こ軟～や 堅ゝ

4. 軟 ～ 堅

2.す こ軟～ 堅

2.     ″

4. 軟 ～ 堅

5. 堅 ～ 堅

4. 軟 ～ 堅

4     ″

2.す こ軟～ 堅

4. 軟 ～ 堅

1 すこ軟～ 軟

4. 軟 ～ 堅

4. 軟 ～ 堅

4.     ″

5. 堅 ～ 堅

4. 軟 ～ 堅

5. 堅 ～ 堅

2.す こ軟～ 堅

5. 堅 ～ 堅

5.      ″

4. 軟 ～ 堅

4      ″

2. SCL

4. 0

4. 0

4. C

4. 0

4. C

4.C

4. 0

4. C

4. C

4. C

4 CII

2. SL

4. C

4  C

4. C

4. CL

2. SL

2. SL

4. CL

4. CL

ユ L

2. SC L

2. SL

4. 0

2.SC

2. SCL

4  C

■  05

1  05

1.  2o

2. 10.8

4. 50.7

1.  1.0

1  0.7

2. 14.6

1.  1.0

2.  78

2.  ,6

1.  1.0

1.  1.1

2.   66

1.  0.7

4. 478

1.  0.7

1.  10

1  0.8

1.  05

1.  1.0

1.  0.6

1.  0.5

1   1.5

4. 52.1

1.  0.6

1.   04

3. 294

国立林試

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

8

9

lo

ll

12

T- 3

T- 4

T- 5

T- 6

T- 9

T-10

T-11

T-12

T-15

T-14

T-15

1- 1

1-- 2

1-5

エー 4

エー 5

■- 6

エーー 7

エー 8

1- 9

1-10

エー 11

■-12

47-



BC型土壌におけるスギ林分

地位指数 14 山腹上部緩斜面

山脚押出し BD型 ‐ttのスギ林分

地位指数 20

BC型土壌断面

-48-

BD型‐LE断面



BE刑+壊のスギ林分

地位指数 24 山脚堆積地
同 じ土壌断面

-49‐


